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世
界
平
和
と
東
洋
哲
学
研
究
所
の
使
命

川
田　

洋
一

　
﹃
ス
ッ
タ
ニ
パ
ー
タ
﹄
の
﹁
武
器
を
執
る
こ
と
﹂
の
章
に
、
次

の
よ
う
な
詩
句
が
、
釈
尊
の
言
葉
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

﹁
殺
そ
う
と
争
闘
す
る
人
々
を
見
よ
。
武
器
を
執
っ
て
打
と

う
と
し
た
こ
と
か
ら
恐
怖
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。
わ
た
し

が
ぞ
っ
と
し
て
そ
れ
を
厭
い
離
れ
た
そ
の
衝
撃
を
宣
べ
よ

うあ﹂
﹁
水
の
少
い
と
こ
ろ
に
い
る
魚
の
よ
う
に
、
人
々
が
慄
え
て

い
る
の
を
見
て
、
ま
た
人
々
が
相
互
に
抗
争
し
て
い
る
の

を
見
て
、
わ
た
く
し
に
恐
怖
が
起
っ
たい
﹂

　

こ
の
よ
う
な
釈
尊
の
述
懐
は
、
人
類
そ
の
も
の
が
生
存
の
危

機
に
直
面
し
て
い
る
21
世
紀
初
頭
の
今
日
に
お
い
て
は
、
釈
尊

の
時
代
よ
り
も
一
段
と
真
実
味
を
お
び
て
迫
っ
て
い
る
。

　
﹁
水
の
少
い
と
こ
ろ
﹂
と
は
、
ま
さ
に
、﹁
有
限
な
る
地
球
﹂

の
切
実
な
自
覚
で
あ
る
。
地
球
の
資
源
も
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
、

自
然
生
態
系
も
、
今
日
で
は
、
人
類
の
果
て
し
な
い
貪
欲
と
エ

ゴ
イ
ズ
ム
に
よ
っ
て
、
枯
渇
し
、
汚
染
さ
れ
、
人
類
の
生
存
の

基
盤
そ
の
も
の
が
崩
壊
に
瀕
し
て
い
る
。
地
球
温
暖
化
、
砂
漠

の
拡
大
と
森
林
の
減
少
、
海
洋
の
汚
染
、
食
糧
の
不
足
、
生
物

種
の
激
減
な
ど
の
﹁
地
球
的
問
題
群
﹂
の
噴
出
で
あ
る
。

　

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
釈
尊
の
時
代
と
同
じ
く
、
そ
れ
以

上
に
、
拡
大
す
る
貧
富
の
格
差
、
国
家
、
民
族
、
部
族
間
の
憎

悪
や
、
宗
教
、
文
化
間
の
偏
見
を
と
も
な
っ
て
、
戦
争
、
紛
争
、



110

テ
ロ
が
激
発
し
、
世
界
的
規
模
で
、
人
々
が
﹁
殺
そ
う
と
争
闘
﹂

し
、﹁
相
互
に
抗
争
﹂
し
て
い
る
。
今
日
で
は
、﹁
武
器
﹂
も
、

核
兵
器
、
生
物
化
学
兵
器
に
象
徴
さ
れ
る
大
量
破
壊
兵
器
へ
と

巨
大
化
し
、
そ
の
殺
傷
能
力
は
、
全
人
類
の
滅
亡
を
も
引
き
起

こ
し
か
ね
な
い
﹁
恐
怖
﹂
と
化
し
て
い
る
。

　

21
世
紀
の
開
幕
に
先
立
っ
て
、
す
で
に
池
田
Ｓ
Ｇ
Ｉ
︵
創
価
学

会
イ
ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
︶
会
長
は
、
１
９
６
１
年
の
２
月
４
日
、

仏
教
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
原
点
で
あ
る
釈
尊
成
道
の
地
、
ブ
ッ

ダ
ガ
ヤ
に
立
た
れ
た
の
で
あ
る
。
牧
口
常
三
郎
創
価
学
会
初
代

会
長
は
、
仏
教
の
﹁
平
和
主
義
﹂
を
貫
い
て
殉
教
さ
れ
、
そ
の

後
を
受
け
た
戸
田
城
聖
第
二
代
会
長
は
、
日
本
全
土
に
、
仏
教

の
平
和
の
心
を
広
め
ら
れ
た
。

　

池
田
Ｓ
Ｇ
Ｉ
会
長
は
、
二
人
の
恩
師
の
誓
願
を
引
き
継
が
れ

て
、
全
世
界
へ
と
仏
教
の
﹁
人
間
主
義
﹂
に
も
と
づ
く
平
和
創

造
の
旅
に
立
た
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
初
訪
印
の
折
り
、

釈
尊
成
道
の
地
ブ
ッ
ダ
ガ
ヤ
を
訪
れ
、
当
研
究
所
の
設
立
を
構

想
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
設
立
の
意
義
と
構
想
に
つ
い
て
は
、

﹃
新
・
人
間
革
命
﹄
に
詳
細
に
語
ら
れ
て
い
る
。

　
﹁
ア
ジ
ア
に
は
上
座
部
の
仏
教
も
あ
れ
ば
、
ヒ
ン
ズ
ー
教

や
イ
ス
ラ
ム
教
も
あ
る
。
ま
た
、
そ
う
し
た
宗
教
を
土
壌

と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
民
族
の
文
化
、
伝
統
が
形
成
さ
れ

て
い
る
。
牧
口
先
生
は
、﹃
認
識
し
な
い
で
評
価
し
て
は
い

け
な
い
﹄
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
現
在
の
日
本
で
は
、
そ

れ
ら
の
宗
教
や
文
化
に
対
し
て
、
ほ
と
ん
ど
正
し
い
認
識

が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
ま
ず
、
ア
ジ
ア
の
宗
教
、

文
化
、
民
族
性
に
つ
い
て
研
究
し
、
正
し
く
認
識
し
て
い

く
こ
と
が
、
ア
ジ
ア
を
理
解
し
て
い
く
う
え
で
も
大
切
な

こ
と
で
は
な
い
か
と
思
う
。
さ
ら
に
、
日
蓮
大
聖
人
の
仏

法
を
弘
め
る
う
え
か
ら
も
、
法
華
経
を
中
心
に
研
究
を
重

ね
、
仏
法
の
人
間
主
義
、
平
和
主
義
を
世
界
に
展
開
し
て

い
け
る
人
材
を
育
む
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
ら
を
ふ
ま
え
、

東
洋
の
哲
学
、
文
化
、
民
族
の
研
究
機
関
を
設
立
し
て
い

き
た
い
と
思
うう﹂。

　

論
点
を
整
理
す
る
と
、

① 

ア
ジ
ア
の
宗
教
・
文
化
・
伝
統
︵
民
族
性
︶
の
認
識

② 

法
華
経
を
中
心
と
し
た
研
究

③ 
仏
教
の
人
間
主
義
、
平
和
主
義
を
世
界
に
展
開

　

こ
こ
に
い
う
、
ア
ジ
ア
の
宗
教
・
文
化
・
伝
統
と
は
、
南
伝
、
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北
伝
仏
教
、
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の
み
な
ら
ず
、
中
国
の
儒
教
、
道
教
、

日
本
の
神
道
、
並
び
に
イ
ン
ド
の
ヒ
ン
ズ
ー
教
、
さ
ら
に
イ
ス

ラ
ー
ム
教
、
キ
リ
ス
ト
教
等
を
さ
し
て
い
る
。

　
﹁
法
華
経
﹂
を
中
心
と
し
た
研
究
に
お
い
て
は
、
文
献
学
的
、

学
術
的
研
究
を
基
礎
に
し
て
、
そ
の
内
容
の
分
析
と
展
開
を
含

ん
で
い
る
。
展
開
ま
で
含
む
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
研
究
が
③

の
﹁
仏
教
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
﹂
と
平
和
創
出
の
運
動
に
連
動
し

て
い
く
か
ら
で
あ
る
。

　

ゆ
え
に
、
③
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、﹁
法
華
経
﹂
を
中
核
と

し
た
仏
教
を
基
盤
と
し
、
土
壌
と
す
る
仏
教
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム

に
よ
る
平
和
理
論
を
構
築
・
創
造
し
、
展
開
し
て
い
く
方
向
性

で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
構
想
の
な
か
に
は
、
現
在
、
世
界
的

に
展
開
さ
れ
て
い
る
池
田
Ｓ
Ｇ
Ｉ
会
長
の
壮
大
な
文
明
間
対
話
、

宗
教
間
対
話
が
含
ま
れ
て
い
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
仏
教
を
源
泉
と
し
て
展
開
し
て
ゆ
く
分
野
は
、

平
和
、
人
権
、
女
性
、
地
球
環
境
、
経
済
、
社
会
、
現
代
科
学

か
ら
、
教
育
、
倫
理
に
ま
で
及
ぶ
こ
と
が
要
請
さ
れ
て
い
る
。

要
約
し
て
い
え
ば
、﹁
人
類
的
課
題
﹂
へ
の
対
応
で
あ
り
、
そ
の

超
克
の
た
め
の
理
論
の
創
出
で
あ
り
、﹁
文
明
間
対
話
﹂、﹁
宗
教

間
対
話
﹂
へ
の
理
論
的
基
盤
の
構
築
で
あ
る
。

　
﹃
新
・
人
間
革
命
﹄
に
明
記
さ
れ
た
創
立
者
の
設
立
の
期
待
を
、

現
実
の
も
の
と
す
る
べ
く
、
当
研
究
所
は
、
構
想
の
発
表
か
ら

こ
れ
ま
で
50
年
の
歴
史
を
刻
ん
で
き
た
。

　

現
在
ま
で
の
歴
史
の
な
か
か
ら
、
当
研
究
所
の
①
世
界
の
各

研
究
機
関
と
の
学
術
交
流
協
定
締
結
、
②
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

の
開
催
並
び
に
研
究
員
派
遣
、
③
イ
ン
ド
・
日
本
の
学
術
者
交

流
、
④
﹁
法
華
経
写
本
シ
リ
ー
ズ
﹂
と
﹁
法
華
経
展
﹂
開
催
、

⑤
出
版
活
動
に
わ
け
て
報
告
し
た
い
。

　　

①
学
術
交
流
協
定

︵
１
︶
イ
ン
ド
文
化
国
際
ア
カ
デ
ミ
ー
︵
所
在
地
・
イ
ン
ド
・
ニ

ュ
ー
デ
リ
ー
、
理
事
長　

ロ
ケ
ッ
シ
ュ
・
チ
ャ
ン
ド
ラ
︶。
１

９
９
２
年
２
月
。

︵
２
︶
ア
ジ
ア
協
会
︵
所
在
地
・
イ
ン
ド
・
コ
ル
カ
タ
、
当
時
、
事

務
局
長　

チ
ャ
ン
ダ
ン
・
ロ
イ
チ
ョ
ー
ド
リ
︶。
１
９
９
６

年
８
月
。

︵
３
︶
国
立
ガ
ン
ジ
ー
博
物
館
︵
所
在
地
・
イ
ン
ド
・
ニ
ュ
ー
デ

リ
ー
、
当
時
、
理
事　

ア
ナ
ン
ド
︶。
２
０
０
３
年
８
月
。
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そ
の
他
、
中
国
、
ロ
シ
ア
、
カ
ナ
ダ
な
ど
の
学
術
機
関
と
の

交
流
協
定
を
な
し
て
い
る
。

　

②
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催

︵
１
︶
東
洋
哲
学
研
究
所
構
想
30
周
年
記
念　

Ｉ
Ｃ
Ｃ
Ｒ
︵
イ

ン
ド
文
化
関
係
評
議
会
︶、
Ｓ
Ｇ
Ｉ
イ
ン
ド
青
年
文
化
訪

問
団
と
の
日
印
合
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
。﹁
21
世
紀
に
お

け
る
東
洋
思
想
﹂。
１
９
９
１
年
８
月
。

︵
２
︶
Ｉ
Ｃ
Ｃ
Ｒ
︵
イ
ン
ド
文
化
関
係
評
議
会
︶
と
の
日
印
合
同

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
。﹁
環
境
問
題
と
東
洋
思
想
﹂。１
９
９
２

年
８
月
。︵
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
、
イ
ン
ド
国
際
セ
ン
タ
ー
︶。

︵
３
︶
国
立
ガ
ン
ジ
ー
博
物
館
と
の
日
印
合
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
。

﹁
ガ
ン
ジ
ー
主
義
と
仏
教
の
現
代
か
ら
の
視
点
﹂。
２
０

０
３
年
８
月
。

︵
４
︶
ラ
マ
チ
ャ
ン
ド
ラ
ン
生
誕
１
０
０
周
年
記
念
国
家
委
員

会
と
の
日
印
合
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
。﹁
非
暴
力
と
平
和

の
世
紀
を
め
ざ
し
て

─
ガ
ン
ジ
ー
主
義
と
Ｓ
Ｇ
Ｉ
の

理
念
﹂。
２
０
０
５
年
９
月
。︵
東
京
戸
田
記
念
国
際
会
館
︶。

︵
５
︶
サ
ッ
チ
ャ
グ
ラ
ハ
１
０
０
周
年
記
念
日
印
合
同
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
。
ガ
ン
ジ
ー
研
究
イ
ン
ド
委
員
会
。﹁
サ
ッ
チ

ャ
グ
ラ
ハ
と
原
水
爆
禁
止
宣
言
﹂。
２
０
０
７
年
４
月

︵
東
洋
哲
学
研
究
所
︶。

︵
６
︶
世
界
詩
歌
協
会
、
創
価
池
田
女
子
大
学
、
イ
ン
ド
創
価

学
会
。﹁
世
界
平
和
と
調
和
と
人
間
主
義
の
た
め
の
詩
﹂。

２
０
０
７
年
10
月
。︵
イ
ン
ド
、
チ
ェ
ン
ナ
イ
の
チ
ン
マ
イ

セ
ン
タ
ー
︶。

　

③
イ
ン
ド
・
日
本
の
学
術
者
の
交
流

　
　
　

次
の
よ
う
な
知
性
と
の
対
話
・
親
交
を
深
め
て
い
る
。

　
　
　
　

カ
ラ
ン
・
シ
ン
︵
ネ
ル
ー
大
学
前
総
長
︶

　
　
　
　

ロ
ケ
ッ
シ
ュ
・
チ
ャ
ン
ド
ラ
︵
イ
ン
ド
文
化
国
際
ア
カ
デ

ミ
ー
理
事
長
︶

　
　
　
　

故
Ｂ
・
Ｎ
・
パ
ン
デ
ィ
︵
ガ
ン
ジ
ー
記
念
館
副
議
長
︶

　
　
　
　

Ｎ
・
ラ
ダ
ク
リ
シ
ュ
ナ
ン
︵
ガ
ン
ジ
ー
研
究
イ
ン
ド
評
議

会
︶

　
　
　
　

ラ
ビ
ン
ド
ラ
・
ク
マ
ー
ル
︵
ネ
ル
ー
記
念
館
館
長
︶

　
　
　
　

Ｍ
・
Ｓ
・
ス
ワ
ミ
ナ
サ
ン︵
元
パ
グ
ウ
ォ
ッ
シ
ュ
会
議
会
長
︶

　
　
　
　

ジ
ャ
ス
テ
ィ
ス
・
Ｓ
・
モ
ハ
ン
︵
イ
ン
ド
最
高
裁
元
判
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事
︶

　
　
　
　

Ａ
・
パ
ド
マ
ナ
ー
バ
ン
︵
世
界
詩
歌
協
会
会
長
︶

　
　
　
　

サ
ル
バ
キ
ヤ
・
カ
テ
ィ
ヤ
ー
ル
︵
チ
ャ
ト
ラ
パ
テ
ィ
・

シ
ャ
フ
ジ
・
マ
ハ
ラ
ジ
大
学
元
副
総
長
︶

　

④
﹁
法
華
経
写
本
シ
リ
ー
ズ
﹂
と
﹁
法
華
経
展
﹂
開
催

　

１
９
９
７
年
の
﹁
法
華
経
写
本
シ
リ
ー
ズ
﹂
の
開
始

よ
り
、
す
で
に
13
冊
の
法
華
経
写
本
を
出
版
。
そ
れ
と

と
も
に
、
１
９
９
８
年
11
月
に
は
、
日
本
で
﹁
法
華
経
展
﹂

を
開
催
。
こ
れ
に
は
、
ロ
ケ
ッ
シ
ュ
・
チ
ャ
ン
ド
ラ
博

士
も
出
席
。

　

そ
の
後
、﹁
法
華
経
展
﹂
は
海
外
各
国
を
巡
回
し
、
イ

ン
ド
で
も
、
デ
リ
ー
、
チ
ェ
ン
ナ
イ
、
ム
ン
バ
イ
等
の

主
要
都
市
、
学
術
機
関
で
開
催
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
特
筆
す
べ
き
こ
と
に
は
、
２
０
０
８
年
３
月
、

東
京
戸
田
記
念
国
際
会
館
に
て
、﹁
人
類
の
遺
産
・
仏
教

経
典

─
池
田
Ｓ
Ｇ
Ｉ
会
長
と
ロ
ケ
ッ
シ
ュ
・
チ
ャ
ン

ド
ラ
博
士
と
の
交
流
﹂
展
が
開
催
。
ラ
グ
ヴ
ィ
ラ
博
士
、

マ
ハ
ト
マ
・
ガ
ン
ジ
ー
と
の
交
流
史
と
と
も
に
、﹁
法
華

経
﹂
を
は
じ
め
と
す
る
数
多
く
の
経
典
を
展
示
。

　

⑤
出
版
活
動

・
１
９
８
７
年
７
月
よ
り
、
英
語
版
﹃
東
洋
学
術
研
究
﹄

︵The Journal of O
riental Studies

︶
発
刊
。

・
１
９
８
８
年
６
月
、﹃
内
な
る
世
界

─
イ
ン
ド
と
日
本
﹄

︵
池
田
大
作
／
カ
ラ
ン
・
シ
ン
対
談
︶

・
１
９
９
０
年
12
月
、﹃
仏
教

─
調
和
と
平
和
を
求
め
て
﹄

︵
ヨ
ハ
ン
・
ガ
ル
ト
ゥ
ン
グ
著
︶

・
２
０
０
５
年
５
月
、﹃
イ
ン
ド
の
精
神

─
仏
教
と
ヒ
ン

ズ
ー
教
﹄︵
池
田
大
作
／
ベ
ッ
ド
・
ナ
ン
ダ
対
談
︶

　

そ
の
他
、﹃
東
洋
の
哲
学
を
語
る
﹄︵
池
田
大
作
／
ロ
ケ

ッ
シ
ュ
・
チ
ャ
ン
ド
ラ
︶、﹃﹁
緑
の
革
命
﹂
と
﹁
心
の
革
命
﹂﹄

︵
池
田
大
作
／
モ
ン
コ
ン
ブ
・
ス
ワ
ミ
ナ
サ
ン
︶、﹃
人
道
の
世

紀
へ
﹄︵
池
田
大
作
／
ニ
ー
ラ
カ
ン
タ
・
ラ
ダ
ク
リ
シ
ュ
ナ
ン
︶

等
の
対
談
集
の
出
版
に
協
力
し
て
い
る
。

　

さ
て
、
東
洋
哲
学
研
究
所
は
、
本
年
、
池
田
Ｓ
Ｇ
Ｉ
会
長
の

構
想
50
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
２
０
１
０
年
11
月
18
日
に
、

公
益
財
団
法
人
と
し
て
新
出
発
を
し
た
の
で
あ
る
。
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新
体
制
の
も
と
で
の
研
究
内
容
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

　

第
１
に
「
法
華
経
」
研
究

　

日
蓮
は
羅
什
訳
﹁
妙
法
蓮
華
経
﹂
に
内
包
さ
れ
た
法
理

を
三
つ
の
中
心
思
想
と
し
て
説
い
て
い
る
。

　

第
一
に
﹁
万
人
の
成
仏
﹂、
第
二
に
﹁
永
遠
な
る
仏
﹂、

第
三
に
﹁
菩
薩
道
の
実
践
﹂
で
あ
る
。
第
一
の
﹁
万
人
の

成
仏
﹂
の
思
想
は
、
迹
門
方
便
品
第
二
に
、
こ
の
現
象
世

界
に
仏
が
出
現
す
る
目
的
が
﹁
一
大
事
因
縁え
﹂
と
し
て
説

か
れ
て
い
る
。﹁
諸
法
実
相
﹂
の
法
理
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、

す
べ
て
の
人
々
の
生
命
内
奥
に
は
、﹁
仏
性
﹂︵
仏
界
︶
が
そ

な
わ
っ
て
い
る
。
こ
の
﹁
仏
性
﹂︵
仏
知
見
︶
を
﹁
開
示
悟
入
﹂

す
る
こ
と
が
、
仏
の
こ
の
世
の
中
へ
の
出
現
の
目
的
な
の

で
あ
る
。
こ
の
文
か
ら
、
仏
教
で
は
、
す
べ
て
の
人
々
は

生
命
の
内
奥
に
﹁
仏
性
﹂
を
そ
な
え
て
お
り
、
し
か
も
顕

現
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
こ
と
か
ら
、﹁
生
命
の
尊
厳
性
﹂

を
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
一
つ
の
例
証
と
し
て
、
二

乗
作
仏
や
女
人
成
仏
が
説
か
れ
て
く
る
。

　

つ
ま
り
、
人
種
、
性
別
、
職
業
、
文
化
、
民
族
、
生
ま
れ
、

身
心
の
状
態
等
の
差
異
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
す
べ
て
の
人
々

は
﹁
仏
性
﹂
を
有
し
、
平
等
に
﹁
尊
厳
﹂
な
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
﹁
万
人
成
仏
﹂
の
思
想
は
、
す
べ
て
の
人
々

が
差
別
、
偏
見
を
乗
り
越
え
て
﹁
平
等
﹂
に
敬
い
あ
っ
て

﹁
共
生
﹂
す
る
社
会
を
指
し
示
し
て
い
る
。
こ
こ
に
﹁
人
間

共
生
﹂
の
姿
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
仏
教
で
は
、
人
間
の
み

な
ら
ず
、
生
き
と
し
生
け
る
も
の
の
﹁
生
命
の
尊
厳｣

性
を

説
い
て
い
る
。
薬
草
喩
品
に
は
、
万
物
﹁
共
生
﹂
の
イ
メ

ー
ジ
が
、
三
草
二
木
の
譬
えおと
し
て
説
か
れ
て
い
る
。

　

第
二
に
﹁
永
遠
な
る
仏
﹂
の
思
想
で
あ
る
。
こ
の
思
想
は
、

人
類
共
生
の
社
会
の
宇
宙
論
的
基
盤
を
形
成
し
て
い
る
。

　

本
門
寿
量
品
第
十
六
で
は
、﹁
釈
尊
﹂
に
即
し
て
、
そ
の

本
地
に
﹁
久
遠
仏か
﹂
を
明
か
す
の
で
あ
る
が
、
寿
量
品
に

お
け
る
こ
の
文
は
、
釈
尊
が
成
仏
し
た
の
は
永
遠
の
過
去

で
あ
り
、
そ
し
て
未
来
に
つ
い
て
も
成
仏
し
て
か
ら
現
在

ま
で
の
二
倍
で
あ
る
と
、
実
質
的
に
は
未
来
の
寿
命
も
永

遠
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。﹁
永
遠
な
る
仏
﹂
と
は
、

釈
尊
が
覚
知
し
た
宇
宙
根
源
の
法
と
一
体
で
あ
る
。
そ
れ

故
に
、﹁
永
遠
な
る
釈
尊
﹂
は
﹁
永
遠
の
救
済
仏
﹂
な
の
で
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あ
る
。
寿
量
品
に
は
、﹁
或
説
己
身
或
説
他
身き
﹂
等
と
示
さ

れ
て
い
る
。
戸
田
会
長
は
、﹁
慈
悲
論
﹂
の
な
か
で
、﹁
こ

の
宇
宙
は
み
な
仏
の
実
体
で
あ
っ
て
、
宇
宙
の
万
象
こ
と

ご
と
く
慈
悲
の
行
業
で
あ
るく
﹂
と
述
べ
、﹁
宇
宙
仏
﹂
の
衆

生
救
済
の
慈
悲
の
働
き
を
説
か
れ
て
い
る
。﹁
宇
宙
仏
﹂
の

慈
悲
の
働
き
に
支
え
ら
れ
て
、
人
類
共
生
の
社
会
の
創
出

が
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
。

　

第
三
の
﹁
菩
薩
道
の
実
践
﹂
と
は
、
ま
さ
に
、﹁
宇
宙
仏
﹂

の
働
き
を
助
け
、
増
幅
し
、
そ
れ
を
自
ら
の
使
命
と
し
て

生
き
る
人
々

─
即
ち
菩
薩
群
の
活
動
を
意
味
す
る
の
で

あ
る
。﹁
法
華
経
﹂
に
は
、
実
に
さ
ま
ざ
ま
な
菩
薩
群
が
説

か
れ
て
い
る
が
、
ま
ず
従
地
涌
出
品
第
十
五
に
出
現
す
る

地
涌
の
菩
薩
は
、
釈
尊
滅
後
の
﹁
法
華
経
﹂
の
担
い
手
と

し
て
、﹁
如
来
の
使
い
﹂︵
法
師
品け︶
と
し
て
活
躍
す
る
の
で

あ
る
。
ま
た
薬
王
菩
薩
は
、
医
療
の
分
野
を
担
い
、
妙
音

菩
薩
は
﹁
音
楽
﹂
に
象
徴
さ
れ
る
芸
術
の
創
造
の
働
き
で

あ
り
、
普
賢
菩
薩
と
文
殊
菩
薩
は
学
術
、
科
学
、
思
想
へ

の
貢
献
を
さ
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
民
衆
の
﹁
現
世
利
益
的
﹂
な
要
望
に
耳
を
傾
け
、

そ
の
願
い
に
応
じ
つ
つ
、
何
も
の
に
も
怖
れ
な
い
境
涯
を

与
え
ゆ
く
菩
薩

─
無
畏
者

─
が
観
世
音
菩
薩
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
不
軽
品
第
二
十
に
は
、
す
べ
て
の
人
々
を
敬

い
、
あ
く
ま
で
も
対
話
、
非
暴
力
に
よ
っ
て
﹁
仏
性
﹂
と

善
心
を
開
発
し
ゆ
く
菩
薩
と
し
て
、
不
軽
菩
薩
が
登
場
し

て
く
る
。
悪
口
罵
詈
し
た
り
、
杖
木
や
瓦
石
で
打
と
う
と

す
る
人
々
に
対
し
て
も
、﹁
我
れ
は
深
く
汝
等
を
敬
うこ
﹂
と

い
う
二
十
四
文
字
の
﹁
法
華
経
﹂
を
唱
え
、
す
べ
て
の
人
々

を
未
来
の
仏
と
し
て
﹁
平
等
に
尊
敬
﹂
す
る
菩
薩
行
を
く

り
返
す
の
で
あ
る
。

　

羅
什
訳
﹁
妙
法
蓮
華
経
﹂
に
説
か
れ
る
、
以
上
の
よ
う

な
三
大
思
想
を
、
人
類
の
恒
久
平
和
と
幸
福
の
た
め
に
、

現
代
社
会
に
お
い
て
具
現
化
し
よ
う
と
し
て
い
る
仏
教
団

体
が
、
創
価
学
会
・
Ｓ
Ｇ
Ｉ
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
21
世
紀

の
今
日
に
お
け
る
菩
薩
道
の
展
開
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
三
大
思
想
を
中
心
に
、
そ
の
哲
学
・
思
想

的
研
究
、
文
献
学
的
研
究
、
歴
史
的
研
究
を
行
な
う
の
が
、

こ
の
第
１
部
門
で
あ
る
。
こ
の
な
か
で
、
イ
ン
ド
に
お
け

る
﹁
法
華
経
﹂
の
編
纂
か
ら
、
竜
樹
、
世
親
を
へ
て
、
中
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国
の
天
台
、
日
本
の
伝
教
、
そ
し
て
日
蓮
仏
教
へ
引
き
継

が
れ
る
﹁
法
華
経
﹂
の
歴
史
的
研
究
が
行
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、

現
代
社
会
に
お
け
る
日
蓮
仏
教
の
意
義
に
つ
い
て
研
究
し

て
い
る
。
ま
た
、﹁
法
華
経
﹂
写
本
シ
リ
ー
ズ
の
発
刊
も
、

こ
の
部
門
で
あ
る
。

　

第
２
に
「
人
類
的
課
題
と
宗
教

─

　
　
　
　

宗
教
間
対
話
に
向
け
て
」
研
究

　

仏
教
、﹁
法
華
経
﹂
の
中
心
思
想
を
、
人
類
的
課
題
の
克

服
に
い
か
に
役
立
て
て
い
く
か
を
研
究
す
る
部
門
で
あ
る
。

　

そ
の
た
め
に
、
仏
教
と
平
和
、
環
境
、
女
性
、
人
権
、

生
命
倫
理
等
の
関
わ
り
に
焦
点
を
当
て
て
い
る
。
さ
ら
に
、

仏
教
と
他
の
思
想
、
哲
学
、
宗
教
と
の
対
話
を
推
進
し
て

い
く
。
ヒ
ン
ズ
ー
教
、
ガ
ン
ジ
ー
主
義
、
イ
ス
ラ
ー
ム
、

キ
リ
ス
ト
教
、
儒
教
、
道
教
、
神
道
と
の
対
話
、
並
び
に
、

上
座
部
仏
教
と
大
乗
仏
教
の
対
話
も
押
し
進
め
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
対
話
を
通
し
て
、
人
類
の
生
存
、
共
生
、
平

和
に
貢
献
す
る
の
で
あ
る
。

　

第
３
に
、「
仏
教
の
現
代
的
展
開
」
の
研
究

　

仏
教
の
現
代
的
展
開
と
し
て
、
教
育
論
、
人
間
論
、
生

命
論
、
平
和
論
、
文
明
論
、
歴
史
論
等
を
研
究
す
る
。

　

仏
教
、﹁
法
華
経
﹂、
日
蓮
仏
教
へ
と
伝
わ
る
＂
仏
教
ヒ

ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
＂
を
基
盤
と
し
て
、
教
育
学
、
東
西
の
思

想
・
哲
学
、
現
代
の
生
物
学
、
医
学
、
生
命
科
学
等
と
も

対
比
し
な
が
ら
、
仏
教
の
﹁
人
間
主
義
﹂、﹁
平
和
主
義
﹂

な
ど
を
学
術
的
観
点
か
ら
考
察
し
て
い
く
。

　

以
上
、
３
部
門
の
研
究
内
容
が
、
新
体
制
の
内
実
で
あ
り
、＂
仏

教
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
＂
を
か
か
げ
て
、
地
球
的
問
題
群
を
引
き

起
こ
し
、
人
類
の
生
存
さ
え
危
惧
さ
れ
る
現
代
物
質
文
明
の
転

換
の
た
め
の
運
動
を
開
始
し
て
い
る
。
主
要
な
も
の
を
列
挙
し

て
お
き
た
い
。

　

第
一
に
、﹁
法
華
経
﹂
写
本
シ
リ
ー
ズ
の
発
刊
で
あ
る
。
昨
年

２
０
１
０
年
12
月
、
ブ
ラ
ジ
ル
で
、
ブ
ラ
ジ
ル
哲
学
ア
カ
デ
ミ

ー
と
の
共
催
で
﹁
法
華
経
展
﹂
を
行
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
今
回
、

イ
ン
ド
国
立
公
文
書
館
と
交
流
協
定
を
結
び
、
ギ
ル
ギ
ッ
ト
版

﹁
法
華
経
﹂
を
出
版
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。
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第
二
に
、
池
田
思
想
を
集
大
成
す
る
た
め
の
シ
リ
ー
ズ
、﹃
世

界
が
見
た
池
田
大
作
﹄、﹃
世
界
市
民　

池
田
大
作
﹄、﹃
池
田
大

作

─
世
界
と
の
対
話
﹄
３
巻
の
完
結
で
あ
る
。

　

第
一
の
﹃
世
界
が
見
た
池
田
大
作
﹄
は
、
３
０
０
を
越
え
る

大
学
名
誉
学
術
称
号
の
集
大
成
で
あ
り
、
各
大
学
か
ら
の
推
挙

の
辞
が
編
纂
さ
れ
て
い
る
。

　

第
二
の
﹃
世
界
市
民　

池
田
大
作
﹄
は
、
池
田
Ｓ
Ｇ
Ｉ
会
長

の
世
界
市
民
と
し
て
の
活
躍
を
集
大
成
し
た
書
で
あ
る
。
平
和
、

環
境
、
人
権
、
女
性
、
文
明
、
文
化
等
の
項
目
別
に
、
世
界
市

民
と
し
て
の
条
件
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
第
三
の
﹃
池
田
大
作

─
世
界
と
の
対
話
﹄
で
は
、

世
界
の
知
性
と
の
対
話
の
エ
ッ
セ
ン
ス
が
集
約
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
３
冊
に
含
ま
れ
る
イ
ン
ド
関
係
の
代
表
的
な
知
性

を
あ
げ
る
と
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

・
デ
リ
ー
大
学
名
誉
文
学
博
士
号
授
賞　

Ｖ
・
Ｒ
・
メ
ー

タ
ー
元
副
総
長

・
イ
ン
ド
文
化
国
際
ア
カ
デ
ミ
ー
﹁
最
高
名
誉
会
員
証
﹂　

ロ
ケ
ッ
シ
ュ
・
チ
ャ
ン
ド
ラ
理
事
長

・
プ
ル
バ
ン
チ
ャ
ル
大
学
名
誉
文
学
博
士　

プ
レ
ム
・
チ

ャ
ン
ド
・
パ
タ
ン
ジ
ャ
リ
元
副
総
長

・
ラ
ビ
ン
ド
ラ
・
バ
ラ
テ
ィ
大
学
名
誉
文
学
博
士　

バ
ラ

テ
ィ
・
ム
カ
ジ
ー
元
副
総
長

・
ア
ジ
ア
協
会
﹁
タ
ゴ
ー
ル
平
和
賞
﹂　

ア
マ
レ
ン
ド
ウ
・

デ
ー
元
事
務
総
長

・
イ
ン
ド
科
学
者
会
議
連
盟
﹁
名
誉
顧
問
﹂　

サ
ル
バ
キ

ヤ
・
カ
テ
ィ
ヤ
ー
ル
元
会
長

・
世
界
詩
歌
協
会
﹁
世
界
民
衆
詩
人
﹂　

故
ク
リ
シ
ュ
ナ
・

ス
リ
ニ
バ
ス
会
長　

Ａ
・
パ
ド
マ
ナ
ー
バ
ン
会
長

　

さ
ら
に
、
対
談
と
し
て
は
、
ロ
ケ
ッ
チ
ュ
・
チ
ャ
ン
ド
ラ
対

談
、
ラ
ダ
ク
リ
シ
ュ
ナ
ン
対
談
、
ス
ワ
ミ
ナ
サ
ン
対
談
、
ベ
ッ

ド
・
ナ
ン
ダ
対
談
の
内
容
が
含
ま
れ
て
い
る
。

　

第
三
に
は
、
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
で
あ
る
。
２
０
１

０
年
12
月
に
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
哲
学
ア
カ
デ
ミ
ー
と
の
共
催
で
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
﹁
現
代
文
明
と
哲
学
﹂
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、

今
回
の
訪
印
に
当
た
り
、
イ
ン
デ
ィ
ラ
・
ガ
ン
ジ
ー
国
立
芸
術

セ
ン
タ
ー
主
催
で
、﹁
鳩
摩
羅
什

─
哲
人
そ
し
て
予
言
者
﹂
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
、
東
洋
哲
学
研
究
所
も
研
究
員
を
派
遣
し
、

日
本
か
ら
見
た
鳩
摩
羅
什
に
つ
い
て
レ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。
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そ
し
て
、
今
日
、
ロ
ケ
ッ
シ
ュ
・
チ
ャ
ン
ド
ラ
博
士
を
は
じ

め
、
イ
ン
ド
の
関
係
者
の
ご
尽
力
に
よ
り
、
池
田
Ｓ
Ｇ
Ｉ
会
長

に
よ
る
東
洋
哲
学
研
究
所
設
立
構
想
50
周
年
を
記
念
し
て
の
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
、﹁The N

ew
 H

um
anism

 for W
orld Peace

﹂
を
開

催
し
て
い
る
。

　

こ
れ
か
ら
、
多
く
の
イ
ン
ド
の
方
々
か
ら
貴
重
な
ス
ピ
ー
チ

が
あ
る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
ス
ピ
ー
チ
を
、
私

ど
も
東
洋
哲
学
研
究
所
の
新
た
な
飛
翔
発
展
へ
の
精
神
的
、
思

想
的
な
﹁
糧
﹂
と
し
て
、
次
の
20
年
︵
創
価
学
会
創
立
１
０
０
周
年
︶

に
向
け
て
、
こ
の
東
洋
哲
学
研
究
所
の
原
点
で
あ
る
イ
ン
ド
か

ら
出
発
し
て
い
く
決
意
で
あ
る
。

注︵
１
︶﹃
ス
ッ
タ
ニ
パ
ー
タ
﹄
９
３
５
、
中
村
元
訳
﹃
ブ
ッ
ダ
の
こ
と

ば　

ス
ッ
タ
ニ
パ
ー
タ
﹄、
岩
波
文
庫
、
２
０
３
頁
。

︵
２
︶﹃
ス
ッ
タ
ニ
パ
ー
タ
﹄
９
３
６
、
同
書
、
２
０
３
頁
。

︵
３
︶
池
田
大
作
﹃
新
・
人
間
革
命
﹄
第
３
巻
、
聖
教
新
聞
社
、
３
１

５
～
３
１
６
頁
。

︵
４
︶﹃
妙
法
蓮
華
経
並
開
結
﹄
創
価
学
会
、
１
２
０
～
１
２
１
頁
。

︵
５
︶
同
書
、
２
４
１
～
２
４
２
頁
。

︵
６
︶
同
書
、
４
７
７
～
４
７
８
頁
。

︵
７
︶
同
書
、
４
８
１
頁
。

︵
８
︶﹃
戸
田
城
聖
全
集
﹄
第
３
巻
、
聖
教
新
聞
社
、
44
頁
。

︵
９
︶﹃
妙
法
蓮
華
経
並
開
結
﹄、
３
５
７
頁
。

︵
10
︶
同
書
、
５
５
７
頁
。

︵
か
わ
だ　

よ
う
い
ち
／
東
洋
哲
学
研
究
所
所
長
︶


